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Ⅰ はじめに
戦後，日本では，復興のため水資源を中心とし
た地域環境資源の活用のための調査が農水省や九
学会連合などによって積極的に行われ，様々な報
告書が作成されて，急速な開発が進められた。
昭和30年代から40年代にかけての高度成長期
には世界も驚く著しい発展を遂げたが，その代償
として，全国至る所で激しい水質汚濁と様々な環
境問題・社会問題が引き起こされた（三井，1972
など）。
富士南麓（以後岳南と表現）地域でも，戦後す
ぐの詳細な調査による水資源の活用に関する報告
結果を基に開発が進められたが，不十分な排水処
理と地下水揚水量増加による湧水量の減少の影響
を受けた流量減少による沼川などの水質汚濁に加
え，田子の浦港掘削の影響もあって，産業の根幹
を支える地下水の塩水化問題が引き起こされた。
そうした問題に対応するため，1967（昭和42）
年に「岳南地域地下水利用対策協議会」が設立さ
れて，各事業所の揚水量を規制すると同時に，工
業用水への転換を進め，塩水化への対策を進めて
きており，本年で50周年の節目を迎えた。
法政大学では，故三井嘉都夫名誉教授が湧水の
豊かな富士市今泉で生まれ育った（1922年出生）
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要 旨
富士南麓（岳南）地域での急激な地下水揚水量の増加によって引き起こされた塩水化問題への対応のため，
昭和42年に設立された「岳南地域地下水利用対策協議会」が本年50周年を迎えたことを機会に，この間の岳
水協の活動と岳南地域水環境の変遷について整理し，今後の課題について考察した。
昭和20年代には、戦後復興のよりどころとなる「水資源」を中心としたさまざまな自然環境や「地域資源」
の調査が全国で行われ，特に火山地域では，豊富な地下水資源を活用した産業に力を入れることが奨励されて，
岳南地域でも古くから盛んであった製紙産業を基礎に，田子の浦港の掘削とあわせて新たな産業も誘致されて
経済活動が活発化した。しかし，不十分な排水処理により河川の水質汚濁は著しくなり，過剰な揚水によって，
産業のよりどころとなる地下水の塩水化が生じた。
対策として「岳水協」が1967（昭和42）年に設立され，揚水規制とともに，河川水をもとにした工業用水
利用によって，地下水塩水化のさらなる悪化を食い止める努力を進め効果を上げてきたが，現在でも依然とし
て塩水化した地域が残っており，継続的なモニタリングと規制，監督が必要とされている。
その後，社会や産業構造の変化などによる水需要の減少などから，岳南地域の地下水を中心とした水環境も
変容し，岳水協の果たすべき役割も変化してきたといえる。この機会に，様々なデータの現況を整理し解析し
て，今後の方向性を修正する必要が求められており，その指針を示したい。
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縁もあり，資源科学研究所の嘱託研究員であった
時代から水資源に関する調査に関わり（農水省，
1948）その後の「沼川水質汚濁問題」，「地下水塩
水化問題」にも積極的・継続的に関わってきた
（三井，1963,1965など）。
1970～80年代には，大学院生の実習の場とし
て毎年調査が行われ，1987年以降は，小寺が助
手として加わり，1996年以後は，水文地理学
（小寺）研究室として学部生の実習として最低年
1回の集中調査を継続してきている。
「岳水協」50周年の節目に当たって，ほぼ，と
もに歩んできたといえる法政大学水文地理学研究
室の長期的な調査・研究の結果を改めて整理して，
岳南地域の地下水を中心とした水環境の変遷を明
らかにし，今後の課題について提示したい。
Ⅱ 富士山と岳南地域の自然環境と
水資源
富士山は，日本だけでなく世界を代表する成層
火山であるが，その構造は教科書的な単純なもの
ではなく，数十万年前の更新世の時代に活動した
先小御岳，小御岳火山の上に，約8万年前～1万
5千年前に活動した古富士火山がのり，最終氷期
後に噴火した新富士火山が現在の山体を形作って
いる（津屋，1940など）。
また，その山麓は，南麓はそのまま駿河湾へと
つながっているものの，一部は愛鷹山に，東には
箱根火山，北には御坂山系に遮られ，西は富士川
の浸食と堆積で分断されている。古富士泥流や新
富士溶岩流などの分布の影響を強く受けて，豊富
な地下水が存在し，忍野八海，柿田川湧水，白糸
の滝など観光地として知られる地域も多く，三島・
富士・富士宮湧水群は古くから地域の人に親しま
れ利用されてきたが，枯渇したり汚染されてしまっ
た地域もある。
Ⅲ 「岳水協」50年の歴史
高度成長期に工業用水として地下水利用が盛ん
になったことから地盤沈下などの様々な問題が生
じ，岳南地域でも静岡県の委託を受けて地質調査
所が行った調査で地下水の塩水化が確認された。
その後，継続調査の結果を地下水の保全に反映さ
せる目的で1967（昭和42）年2月14日に「岳南
地域地下水利用対策協議会」が設立され，本年
50周年となった。
1965（昭和40）年から始まった通商産業省の
地下水利用適正化調査の第1号であり，その結果
に基づいて結成された地下水利用対策協議会の第
1号でもあり，1971（昭和46）年には富士宮市が
加わって，1978（昭和53）年にはその活動が通
商産業大臣賞を受賞した。
地下水の私権，企業の生産抑制への懸念，自主
調整の難しさなどから，設立にもその運営にも幾
多の困難があったが，対話を通じて生まれた行政
と企業の信頼関係が大きく影響したといわれてい
る（村下，1978）。
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図1 岳南地域河川水質の変遷
図2 富士山と地下水の模式図
この間，不安定な任意団体の活動に対して，
「工業用水法」（1962年改正）や「静岡県地下水
の採取の適正化に関する条例」（1971年制定，
1977年改正）などが救済となり，1980（昭和55）
年には，協議会設立の趣旨に添った用水の安定供
給が行われるようになってきた（村下，1987,蔵
田，1997）。
その後，岳南地域の地下水の適正利用と保全に
関する様々な調査や審議を継続し，今日に至って
いる。
Ⅳ 水質汚濁の変遷
我が国では，1950年代後半から高度成長によ
る都市化，工業化の急速な進展により工場排水を
中心とする水質汚濁が著しくなり，1958年には，
江戸川の水質汚濁問題で，漁民が本州製紙に殴り
込みをかけるという騒動までおこっている（三井，
1985など）。我が国初の公害立法である水質保全
法と工場排水規定法が1958年（昭和33）年に制
定されたが，実効性がなく全国で水質汚濁が一層
進んだために，二法を統合し，水質汚濁防止法が
1970（昭和45）に成立した。それ以後は，工場
排水の規制とともに，下水道を中心とした排水処
理施設の整備によって，日本全国の河川水質は著
しく改善されてきた。
岳南地域では，製紙工場の排水の影響で水源が
湧泉であるにもかかわらず，田宿川や和田川です
でに1940年代初頭には水質汚濁が著しくなり，
工場側が被害者に対して補償金を払っているとい
う記録が残っている（三井，1965）。終戦後の製
紙ブームに乗って工場密度が急増して排水量も多
くなり，1960年代に入って一層水質汚濁が進ん
だが，それには，地下水の揚水量増加による水源
の湧水量減少に起因する河川流量の減少も大きく
関係している。
1970年以後は，全国諸河川と同様水質が改善
されてきたが，揚水規制による湧水量の回復の影
響も大きい。
Ⅴ 地下水塩水化と調査の変遷
1960（昭和35）年に県の委託による地質調査
所の調査で，吉原駅近くの深井戸が塩水化してい
ることが発見され，その年の暮れに塩水井戸が田
子の浦港周辺に広がったことから，調査が継続さ
れた（村下，1978）。
地下水障害は年々内陸部に拡大を続け，地下水
位が低下し湧水の枯渇も激しくなった。そこで，
より深層の地下水開発が行われて深度150～ 200
mの深井戸の掘削が進んだが，数年後，塩水が
混入するようになったため，「岳水協」が設立さ
れ自主規制が始まった。
1966（昭和41）年から着手されていた「東駿
河湾工業用水道」が1971（昭和46）年から給水
を開始したことから地下水から工業用水への水源
転換が自主規制として行われ，1980（昭和55）
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図3 田子の浦橋の水質変化
図4 河合橋の水質変化
年には条例規制となった。
しかし，水質の問題による適用除外の事業所も
多く，解除するための水質試験・研究を行うなど
の努力により地下水削減量の達成率は上がり，複
数の揚水設備を有する事業所での採取量の井戸間
移動の問題も1987（昭和62）年以降は制限され
るようになった。
それらの努力に加えて，事業所の閉鎖が相次ぐ
などして揚水量は継続して減少しており，塩水化
も改善傾向にある。ただし，継続調査ができなく
なる井戸が増えていくことは，今後の塩水化調査
に支障をきたしかねず，何らかの対応が求められ
る。
Ⅵ 岳水協のデータからわかることと
課題
1．水利用状況
岳南，富士市，富士宮市すべての地域で，ほと
んどの用途での地下水利用が減少しつつあるが，
中でも岳南，富士宮市での養魚用，工業用の減少
が著しい。
ただし，地域別の揚水量の整理が十分に行われ
ておらず，空間的な揚水量変化の解析ができない。
せっかくの貴重な資料を活かす工夫が必要である。
2．地下水位
岳南2号，3号のように，著しい水位低下から
回復したことが明らかなものもあるが，水位変化
の理由が明確でないものも多い。
平均値ではなく，少なくとも日水位データで表
現する必要があり，周期解析が可能なデータベー
スの整備が求められる。
3．塩 水 化
全体としては，塩水化の改善傾向は明確である
が，渇水期，豊水期の影響が見受けられる地点も
あり，地域的な偏りも見受けられる。
状況図としては年平均値で構わないが，データ
ベースとしては，月データを保存し続ける努力が
必要である。
4．湧 水 量
ほとんどの地点で降水量との相関がよいが，一
部（大中里など）にずれが認められる。「岳水協
30年のあゆみ」に蔵田延男博士が書かれている
ように，早い水の循環が考えられるが，年降水量
と瞬間の湧水量だけで理解できるものは少ない。
せめて，数地点での月ごとの調査か，自記録計に
よる湧水量調査が必要である。また，同じデータ
であっても，調査日を区切りとした水年で降水量
を表現するだけで相関は良くなるはずで，工夫が
必要である。
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図5 150m以浅の井戸の水質変化
図6 150m以深の井戸の水質変化
Ⅶ 法政大学の調査結果から
1960年代から継続されてきた現地調査を，
1987年から引き継いで，1996年からは水文地理
学（小寺）研究室として，富士山周辺の河川・湧
水まで含めて毎年渇水期の3月初旬に継続調査を
行っている。
島原半島・三宅島・御嶽山・浅間山・箱根山な
ど，他の火山地域でも調査を行い比較検討も継続
してきた。
1．富士山周辺の河川環境
毎年3月の集中調査に加え，6月の「身近な水
環境の全国一斉調査」や，その他，機会を見つけ
ては定点での観測を継続している。データは蓄積
されているが，解析は十分行えておらず，今後時
間をかけて取り組んで行きたいが，ここでは，
2016年3月の結果をもとに概略を示す。
1） 気温・水温
気温は観測地点の標高に応じた値を示すが，水
温では，大半は標高と相関が良いものの所々相対
的に低い値が観測される地点があり，地下水成分
が多い場所と考えられる。
2） ECおよびTOC
ECは北麓側で低く，岳南地域の感潮域と塩水
化井戸からの流出水がある地点で高いが，南麓の
標高が高い2地点でも高い値を示し，起源につい
ての検討が必要である。TOCについては，全域
で所々高い値を示す地点があり，停滞水や挺水植
物の影響と考えられる。
3） pHおよびRpH
pHは全域であまり大きな差はないが，RpH
とpHの差については，北麓，西麓の一部と南麓
に値の大きい地点が分布し，浅い地下水の影響の
強い地域と考えられる。
4） 水質バランス（シュティフダイアグラム）
から
基本的には，全域でカルシウム重炭酸型を示す
が，所々で硝酸成分が検出されている。また，
ECの高かった南中麓の 2地点（A37,B36）は
NaCl型で，下流にあたる伝法橋（小潤井川）で
もほぼ同様のイオンバランスを示し，火山性の熱
水起源とも考えられるが，硝酸濃度が高いことか
らすると，山麓域に点在する工場や特殊な土地利
用の影響かもしれず，調査地点上流域の土地利用
を精査する必要がある。一方，北麓にある異常値
を示す1地点は，明らかに何らかの排水の影響で
あろう。
5） 水質組成（トリリニアダイアグラム）から
やはり，ほとんどの地点でカルシウム重炭酸型
の範囲に収まるが，西麓でも東麓でもNaCl型の
範囲に入る地点がいくつかある。シュティフダイ
アグラムでも似通っていた伝法橋（小潤井川）と
市兵衛沢橋（弓沢川）は，ほぼ同じ位置にプロッ
トされ，やはり同じ起源の水と考えられる。しか
し，空間的には相当離れている東麓の石窪橋（用
沢川）もほとんど同じ組成となっているのは興味
深い。塩水遡上の影響を受けている清勇橋（沼川）
などとは少し異なった組成となっていることから，
単純な海水の影響ではないと考えられる。
2．岳南地域の水環境
1） 地下水・湧水の水質バランス（シュティフ
ダイアグラム）から
湧水や山麓域では富士山周辺の河川と同様のカ
ルシウム重炭酸型を示すが，潤井川や小潤井川流
域の沖積低地では濃度が高くなり，人為の影響も
見られる。また，塩水化の影響がある井戸では，
ECの値が高いものほど典型的なNaCl型を示し，
濃度が低い場所では，重炭酸濃度も高くなってい
る。
2） 水質組成（トリリニアダイアグラム）から
河川と比べてバラツキが大きく，古くから塩水
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c） pH&RpHpH d） SiO2
a） AT&WT b） EC&TOC
図7 富士山周辺河川水・湧水の水質（2016年3月）
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図8 富士山周辺の河川・湧水の水質バランス（2016年3月）
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図9 富士山周辺の河川・湧水の水質組成（西側）2016年3月
図10 富士山周辺の河川・湧水の水質組成（東側）2016年3月
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図11 岳南地域地下水の水質（2016年3月）
図12 岳南地域地下水の水質組成（2016年3月）
化井として知られる矢部商店（NO.108A,108B）
の位置の近くにある地点も多いが，岳南 3号
（NO.40），岳南6号（NO.178）の組成は，ほぼ，
河川の伝法橋（小潤井川）と同じ組成となってい
るのが興味深い。また，岳南2号（NO.9）と日
清紡（NO.34A）がほとんど同じ組成となってい
るのは，同じ帯水層の水であるためと考えられ，
井戸の深度毎に水質を分類して検討する必要もあ
る。
3） 最近10年間の地下水ECの変動
明らかに塩水化井戸で変動が大きいことがわか
る。揚水量の変化や渇水の影響が現れているもの
と考えられ，1994年～1995年の渇水時の影響を
検討した研究と比較するとその後の変化が明確に
なるであろう。
4） 最近10年間の河川水ECの変動
塩水遡上の影響がある沼川で，海側ほど変動が
大きいことが明確にわかるが，山麓域で変動が大
きい地点もあり，河川水への地下水の混入の違い
によるものと考えられ，今後，降水量や地下水位
の変化とあわせて考察することが求められる。
Ⅷ 岳南地域の水環境のまとめと課題
岳南地域の河川水質も地下水の塩水化も改善さ
れてきてはいるが，富士山の地下水の特性を把握
した上での管理が充分に行われているとは言いが
たい。
降水量の変動に応じた揚水規制や自噴井の湧出
制御など，取り組むべき課題も多い。
そのためには，調査を継続できる体制を改めて
整えると同時にデータの整理と解析にも力を入れ
る必要がある。また，「地下水利用対策」といっ
た視点を超えて，水環境全般をモニタリングし管
理する組織への変貌も期待される。
Ⅸ おわりに
岳水協50周年という区切りに当たって，岳南
地域の水環境とその変遷についてのまとめを試み
たが，資料不足などにより充分な結果を得るには
至らなかった。しかし，さらに詳細なデータが入
手できれば，解析によって新たな知見が得られる
可能性が確認ができた。長年継続されてきた調査
結果の貴重なデータが失われつつある現実も明ら
かになり，岳水協に対し新たな体制での継続調査
を期待すると同時に，研究室としても年間を通じ
ての研究課題として取り組んでいきたい。
註：本論文は，岳水協 50周年記念総会特別講演
（2017年6月8日開催）の内容を加筆・修正した
ものである。
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図13 岳南地域地下水のEC（2016年3月）と変動 図14 岳南地域河川水のEC（2016年3月）と変動
入江敏夫・増沢壌太郎・三井嘉都夫（1948）：富士西
南斜面の地下水調査報告．農林省開拓研究所．
三井嘉都夫（1949）：富士山南麓の地下水．資源県彙
報，13,5964.
蔵田延男（1956）：静岡県岳南地域工業用水源地域調
査報告．東海地域調査第8報，地質調査所月報，
7,6.
三井嘉都夫ほか（1964）：沼川水系の水質汚濁の一般
的性格．水質汚濁研究，3.
三井嘉都夫（1965）：岳南地域における工場の発展な
らびに田子の浦港建設に伴う河川水の水質汚濁化
と地下水位の低下ならびに地下水塩水化問題．富
士山および岳南地域の防災上の諸問 1964年
度静岡県防災地学調査報告書．
村下敏夫（1977）：静岡県富士市における地下水の塩
水化．工業用水，225,3042.
岳南地域地下水利用対策協議会（1977）：『岳水協10
年のあゆみ』．119P.
三井嘉都夫（1982）：岳南地域における地下水の塩水
化ならびに地表水の汚染過程とその復元．地学雑
誌，91（5），6280.
村下敏夫（1982）：本邦における地下水の塩水化．地
質調査所月報，33（10），479580.
三井嘉都夫（1985）：岳南地域における地下水，河川
水の水質変化過程について．法政大学文学部紀要，
30.
三井嘉都夫（1986）：最盛期における本邦主要河川の
水質汚濁の性格．水利科学水経済年報1986年版，
7178.
岳南地域地下水利用対策協議会（1987）：『岳水協20
年のあゆみ』．228P.
池田喜代治（1994）：富士山南麓地域における地下水
の水文科学的研究 地下水塩水化前後における
水文と水質の挙動．日本水文科学会誌，25（2）.
小寺浩二（1997）：富士山南麓地下水に与えた渇水
（1994～1995）の影響．法政大学文学部紀要，42.
岳南地域地下水利用対策協議会（1997）：『岳水協30
年のあゆみ』．156P.
岳南地域地下水利用対策協議会（2007）：『岳水協40
年のあゆみ』．156P.
岳水協50年の歴史に学ぶ富士南麓地域水環境の変遷 61
参考文献
文学部紀要 第77号62
TransitionofthewaterenvironmentintheFujiSouthFootArea:
learningfromtheGakunanregiongroundwaterusecountermeasure
council・s50-yearhistory
KojiKODERA
Abstract
InordertorespondtotheGroundwatersalinizationproblemcausedbythesuddenincrease
ingroundwaterpumpedwateramountintheFujiSouthFoot（Gakunan）area,theGakusuikyo
・Gakunanregiongroundwaterusecountermeasurecouncil・establishedin1967.Onoccasionthat
wecelebratedthe50thanniversary,weorganizedtheactivitiesof・Gakusuikyo・duringthis
periodandthetransitionofthewaterenvironmentintheFujisouthfootareaandexamined
futureissues.
Inthe1950s,surveysofvariousnaturalenvironmentsand・regionalresources・centeredon
the・waterresource・thatisthebasisofpostwarreconstructionwereconductedthroughoutthe
country,especialyinthevolcanicarea,weutilizedabundantgroundwaterresourcesencouraged
toputemphasisonindustries,basedonthepaperindustrywhichwaspopularintheGakunan
regionalongwiththeexcavationofTagonouraport,new industrieswerealsoattractedand
economicactivitybecameactive.However,duetoinsufficientwastewatertreatment,riverwater
polutionbecamemarked,excessivepumpingcausedsalinizationofundergroundwater,whichis
asourceofindustry.
Asacountermeasure,・Gakusuikyo・wasestablishedin1967（Showa42）,andalongwith
pumpingrestrictions,byusingindustrialwaterbasedonriverwater,effortshavebeenmadeto
stopfurtherdeteriorationofgroundwatersalinization,andithasbeeneffective.However,there
arestilareaswheresaltwaterhasbeenconverted,andcontinuousmonitoring,regulationand
supervisionarerequired.
Sincethen,duetosuchfactorsasadeclineinwaterdemandduetochangesinsocietyand
industrialstructure,thewaterenvironmentcenteredonthegroundwaterinthesouthernarea
hasalsobeentransformed,andtheroleplayedbyGakusuikyohaschanged.Onthisoccasion,it
isrequiredtoarrangeandanalyzethecurrentstatusofvariousdataandtocorrectfuturedirec-
tion,andshowtheguidelines.
Keywords:Gakunanregiongroundwaterusecountermeasurecouncil,Fujisouthfootarea,groundwater,
waterpolution,sustainable
